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　　年　　月　　日

ナノテクノロジープラットフォーム利用研究共同研究者追加願

 eq \o\ad(分子科学研究所長,　　　　　　　　　　)　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提 案 代 表 者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属・職
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　年度（通年・　期）分子科学研究所ナノテクノロジープラットフォーム利用研究について，下記のとおり共同研究者を追加したいので，承認くださるようお願いします。
下記の共同研究者全員は、文部科学省「ナノテクノロジープラットフォーム事業」における共用設備の利用等にあたり、
【不正防止のための確認】

1.「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」
平成26年8月26日文部科学大臣決定;
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/26/08/__icsFiles/afieldfile/2014/08/26/1351568_02_1.pdf
2.「大学共同利用機関法人自然科学研究機構研究活動上の不正行為を防止するための基本方針」
平成20年2月28日制定
http://www.nins.jp/information/prevention2.php#p2_02
3.「大学共同利用機関法人自然科学研究機構における研究活動上の不正行為への対応に関する規定」　平成20年2月28日　自機規程第74号
http://www.nins.jp/pdf/information/huseikoui-taiou_20170331.pdf
を理解し、これらのガイドライン・方>針・規程、自身が所属する機関の規則、関連する法令などを遵守し、研究活動における特定不正行為（捏造、改ざん及び盗用）、及びそれ以外の不正行為（不適切なオーサーシップ、二重投稿等）を行いません。
□　誓約します

【安全ガイドラインの遵守についての確認】
1.「分子科学研究所安全ガイド」　https://www.ims.ac.jp/guide/safetyguide.pdf
を理解し、これらのガイドライン、自身が所属する機関の規則、労働安全衛生法など関連する法令を遵守し、安全と環境を常に 意識しながら、研究活動における事故・災害の発生防止に努めます。
□　誓約します
【来所に関する注意事項の確認】
1. 共同利用研究者に大学院学生が含まれている場合、当該共同利用研究課題に参加すること及び研究所へ来所することについて、指導教員及び所属大学の了承を得ていること。また、採択後に大学院学生が来所する際も事前に指導教員の了承を得ること。
2. 研究活動中又は移動中に発生した事故等により提案代表者又は共同利用研究者が傷害を被った場合は、所属機関又は提案代表者が責任を持って対応すること。
3.故意や過失により研究所の施設や設備に損害を与え、研究所から弁償の請求があった場合は、所属機関、提案代表者又は共同利用研究者が責任を持って対応すること。
4.その他、共同利用研究課題の実施にあたり、不測の事態が生じた場合は、所属機関、提案代表者及び共同利用研究者が責任を持って適切に対応すること。

以上のことについて、共同利用研究者が内容を理解し、確認が済んでいることについて誓約する場合はチェックを入れてください。
□　誓約します

記

１．種　　別　　　　□　協 力 研 究　　・　　□　施 設 利 用
２．課題番号　　　　（№　　　　　　　　　　　　　）
　３．研究課題名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．追加研究分担者

	所 属 機 関 ・ 部　　局
	職　　名
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　５．追加理由：　
６．追加研究分担者の役割：　
